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株式会社髙橋プリント

●海外展開セミナー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（2）

●新任正副会長セミナー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（2）

●地域商店街活力向上講演会 ・・・・・・・・・・・・・・・・（2）

●宮城県よろず支援拠点 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（3）

●スタートアップ加速化支援事業採択事業所紹介 ・・・・（3）

●持続化補助金活用レポート⑱ ・・・・・・・・・・・・・・（4）

●元気な事業所紹介 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（5）

●中小企業大学校秋～冬コースご案内 ・・・・・・・・（7）

●青年部コーナー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（8）

●女性部コーナー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（8）

元気な事業所紹介 coffee roastery & cafe fua  コーヒーロースタリー アンド カフェ フア  （蔵王町商工会）
蔵王町のスペシャルティコーヒー専門店「coffee roastery & cafe fua 」

「自然の中で子どもが遊ぶ姿を親がコーヒーを飲みながら見守る」そんなコーヒー屋を目指し、品質や産
地にこだわった生豆を丁寧に焙煎したコーヒーと蔵王の食材を活かしたメニューを提供しており、県内外の
ファンも多い。コーヒーそのものだけでなく、東北のコーヒーシーンを盛り上げようと、他店のオーナーや
コーヒー好きの仲間たちと「コーヒーフェローズ」を結成し、横の繋がりを活かした活動を行いながら更な
るコーヒーへのこだわりを追及している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（詳細は 5 ページ）

カフェで行った蔵王町在住シンガーソングライターのライブの様子。（写真左　オーナー　杉目 覚さん）
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海
外
へ
の
販
路
開
拓
を
お
考
え

の
場
合
は
、
ま
ず
は
宮
城
県
よ
ろ

ず
支
援
拠
点
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。七

月
二
十
五
日
、
本
年
度
新
た

に
就
任
さ
れ
た
商
工
会
長
及
び
副

会
長
を
対
象
と
し
た
新
任
正
副
会

長
セ
ミ
ナ
ー
が
仙
台
市
「
ホ
テ
ル

白
萩
」
に
て
開
催
さ
れ
、
県
下
商

工
会
よ
り
三
十
四
名
が
参
加
し

た
。セ

ミ
ナ
ー
で
は
、
全
国
商
工
会

連
合
会
事
務
局
長
苧
野
恭
成
氏
を

講
師
に
迎
え
「
商
工
会
組
織
を
め

ぐ
る
動
向
に
つ
い
て
」
と
題
し
、

小
規
模
事
業
者
の
現
状
と
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
施
策
、
商
工

会
に
お
け
る
小
規
模
事
業
者
支
援

の
実
績
等
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ

い
た
。

今
年
度
全
国
連
で
は
、「
商
工

会
が
自
立
し
た
地
域
経
済
を
確
立

す
る
牽
引
者
」
で
あ
り
続
け
る
た

め
に
、
今
後
五
年
の
間
に
商
工
会

が
達
成
す
べ
き
目
標
と
な
る
「
新

商
工
会
プ
ラ
ン
」
の
策
定
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
少
子
高
齢
化
・
過

疎
化
と
い
う
構
造
的
課
題
に
直
面

し
て
い
る
中
で
、
商
工
会
が
持
つ

地
域
経
済
団
体
と
し
て
の
存
在
意

義
と
支
援
機
関
と
し
て
の
取
組
み

や
強
み
、
会
員
組
織
と
し
て
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
を
活
か
し
、
地

域
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
行
動

プ
ラ
ン
を
示
し
た
い
と
説
明
さ
れ

た
。

去
る
七
月
二
十
六
日
、
宮
城
県

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
と
共
催
で
、
海

外
に
向
け
た
販
路
開
拓
を
テ
ー
マ

と
し
た
海
外
展
開
セ
ミ
ナ
ー
を
、

仙
台
市
内
で
開
催
し
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
中
小
企
業
者

が
海
外
へ
の
販
路
開
拓
に
取
り
組

む
た
め
の
基
礎
知
識
を
分
か
り
や

す
く
お
伝
え
す
る
こ
と
で
、
海
外

展
開
へ
の
一
助
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
、
県
内
中
小
企
業

経
営
者
の
他
に
、
金
融
機
関
や
支

援
機
関
の
職
員
な
ど
約
四
十
名
が

参
加
し
た
。

海
外
展
開
支
援
を
得
意
と
す
る

宮
城
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
三
名
が
講
師
と
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
角
度
か
ら
海
外

へ
の
販
路
開
拓
の
た
め
の
基
礎
知

識
や
支
援
事
例
等
に
つ
い
て
三
部

構
成
に
よ
り
行
わ
れ
た
。

第
一
部
で
は
、
渡
邉
明
代
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
よ
り
「
海
外
展
開

を
進
め
や
す
い
の
は
、
こ
ん
な
企

業
」
を
テ
ー
マ
に
実
際
に
海
外
展

開
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
企
業
や

経
営
者
の
特
徴
等
を
紹
介
。

第
二
部
で
は
、
細
野
哲
平
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
「
小
さ
な
会
社

で
も
で
き
る
海
外
販
路
開
拓
」
を

テ
ー
マ
に
自
身
の
中
国
へ
の
製
品

輸
出
や
市
場
調
査
支
援
の
経
験
か

ら
小
規
模
企
業
が
海
外
販
路
開
拓

を
行
う
具
体
的
な
方
法
や
注
意
す

べ
き
点
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ

た
。第

三
部
で
は
、
田
中
徳
子
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
よ
り
「
次
は
ベ
ト

ナ
ム
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
！
〜
食
品
輸

出
を
す
る
前
に
す
る
べ
き
こ
と

〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
自
身
の
カ
ン

ボ
ジ
ア
進
出
事
例
に
基
づ
き
食
品

輸
出
を
行
う
前
に
テ
ス
ト
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
行
う
こ
と
の
重
要
性

に
つ
い
て
解
説
。
最
後
に
、
独

立
行
政
法
人
日
本
貿
易
振
興
機

構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
仙
台
貿
易
情
報

セ
ン
タ
ー 

澤
田 

茉
季
氏
よ
り
、

ジ
ェ
ト
ロ
が
展
開
し
て
い
る
海
外

進
出
に
お
け
る
各
種
支
援
策
に
つ

い
て
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は
、
各

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
へ
直
接
相
談

す
る
熱
心
な
受
講
者
も
多
く
、
県

内
中
小
企
業
の
海
外
展
開
へ
の
機

運
の
高
ま
り
が
う
か
が
え
た
。

「
新
た
な
売
り
上
げ
の
チ
ャ
ン
ス
は

海
外
に
あ
る
！
」

︱
海
外
展
開
セ
ミ
ナ
ー
開
催
︱

カンボジアへの進出事例を説明

熱心に聴講する参加者

次
に
本
会
よ
り
、
本
年
度
の
重

点
事
業
と
商
工
会
等
職
員
配
置
計

画
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、
宮
城

県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の
菅
野
チ
ー

フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
よ
り
、
よ

ろ
ず
支
援
拠
点
の
概
要
と
支
援
実

績
等
に
つ
い
て
説
明
、
出
席
者
は

真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

商工会事業運営について考える参加者

地域商店街活力向上講演会開催のご案内
全国の先進事例等を通して商店街活性化の取組み

を学び、商店会活動のノウハウの習得と推進役であ
るキーパーソンの育成を図り、魅力ある商店街づく
りの一助とすることを目的に開催いたします。

【日　時】10月16日㈫　13時30分〜16時
【場　所】仙台ガーデンパレス 4 階「蓬莱」
　　　　 仙台市宮城野区榴岡 4 - 1 - 5（仙台駅東口から徒歩 3 分）

【内　容】
●第 1 部　講　演
　テーマ：加速する少子高齢化時代を生きる！

〜森の腰商店街が取り組む、補助金に依
存しない持続可能な買い物弱者事業（モ
コ宅配便）とは？〜

　講　師：静岡県御殿場市　協同組合森の腰商栄会
　　　　　事務局長
　　　　　㈱アクティブモコ　代表取締役

大庭　健一郎　氏
●第 2 部　地域繁盛店事例発表
　講　師：株式会社ニカイドウ（若柳金成商工会）

千田　広幸　氏
　講　師：ナルミ・キッチン（柴田町商工会）

鳴海　智江　氏
詳細は商工会を通じて追ってご案内致します。

奮ってご参加ください。

円
滑
な
商
工
会
事
業
運
営
等

に
つ
い
て
懇
談

︱
新
任
正
副
会
長
セ
ミ
ナ
ー
︱
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〜新コーディネーター紹介〜
コーディネーター　
沼　澤　　 裕

（支援分野）
経営改善、売上拡大

（小売店舗や産直施設）

サテライトオフィス上杉　仙台市青葉区上杉1丁目16－8
（プロスペール本田　3階）

022-393-8044

022-393-8044

●10・11月の出張相談会開催予定
開催場所 開 催 日

県・合同庁舎開催分
大河原合同庁舎（大河原町） 10/16㈫、11/20㈫
大崎合同庁舎（大崎市古川） 10/18㈭、11/15㈭
栗原合同庁舎（栗原市築館） 10/19㈮、11/16㈮
石巻合同庁舎（石巻市） 10/ 9 ㈫、23㈫、11/ 6 ㈫、20㈫
登米合同庁舎（登米市迫町佐沼） 10/18㈭、11/15㈭
気仙沼合同庁舎（気仙沼市） 10/17㈬、11/21㈬

商工会開催分
柴田町商工会 10/23㈫、11/27㈫
蔵王町商工会 10/10㈬、11/14㈬
くろかわ商工会大和事務所 10/11㈭、11/ 8 ㈭
玉造商工会（※） 10/11㈭、11/ 8 ㈭
東松島市商工会本所（矢本） 10/ 5 ㈮、11/ 2 ㈮

※10月は鳴子事務所、11月は岩出山事務所でそれぞれ開設いたします。
■開設時間：午前10時～午後 4 時
■定　　員：各日とも 5 名まで（お一人あたり1時間の相談です）

“出張相談会”を開設します！

よろず支援拠点では、左記のとおり出張相
談会を開設します。

経営者の皆さんの様々な悩みに親身に寄り
添い、適切な解決策を何度でも無料でご提案
いたしますので、お近くの会場でぜひ、よろ
ず支援拠点をご利用ください！

に
な
っ
た
。

起
業
に
あ
た
っ
て
は
、
大
河
原

町
商
工
会
を
中
心
に
、
県
連
合
会

サ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
や
嘱

託
専
門
指
導
員
の
協
力
を
得
て
、

創
業
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

必
要
な
事
業
資
金
の
調
達
に
つ
い

て
は
、
宮
城
県
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

加
速
化
支
援
事
業
の
活
用
を
目
指

し
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
作
り
込

み
や
緻
密
な
収
支
計
画
の
策
定
に

取
り
組
ん
だ
。

書
面
に
よ
る
一
次
審
査
及
び
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
面
接
に
よ

る
二
次
審
査
を
経
て
、
六
月
末
に

本
計
画
は
見
事
採
択
。
今
後
二
年

間
の
事
業
資
金
の
一
部
を
助
成
金

に
よ
り
調
達
す
る
権
利
を
得
た
。

開
業
か
ら
三
ヶ
月
ほ
ど
経
過
し

た
八
月
初
旬
、
鈴
木
氏
の
工
場
を

訪
ね
た
と
こ
ろ
、
売
上
実
績
は
当

初
計
画
し
て
い
た
数
値
を
月
平
均

で
上
回
っ
て
お
り
、
順
調
な
滑
り

出
し
を
見
せ
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。「
オ
イ
ル
交
換
五
〇
〇
円

サ
ー
ビ
ス
」
等
の
新
規
顧
客
獲
得

の
た
め
の
地
道
で
丁
寧
な
お
客
様

サ
ー
ビ
ス
を
続
け
た
結
果
、
村
田

町
内
の
新
規
顧
客
が
増
加
し
て
お

り
、
当
地
域
と
の
つ
な
が
り
も
確

実
に
広
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

「
今
は
、
整
備
や
車
検
が
業
務
の

中
心
と
な
っ
て
い
る
が
、
将
来
は

今
年
の
五
月
一
日
、
宮
城
県
南

の
村
田
町
に
新
し
い
自
動
車
整
備

工
場
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
工
場
の

名
前
は「
フ
ラ
ン
キ
ー
ガ
レ
ー
ジ
」。

村
田
町
内
か
ら
大
河
原
町
に
つ
な

が
る
県
道
十
八
号
線
沿
い
に
あ
る
、

椰
子
の
木
が
目
印
の
常
夏
の
島
を

思
わ
せ
る
特
徴
的
な
店
舗
外
観
で

あ
る
。

こ
の
工
場
を
切
り
盛
り
す
る
の

は
、
大
河
原
町
出
身
の
鈴
木
悠
介

氏
（
三
十
三
歳
）。
仙
台
市
内
の

自
動
車
整
備
学
校
卒
業
後
、
東
京

都
内
の
大
手
自
動
車
デ
ィ
ー
ラ
ー

に
入
社
し
、
自
動
車
整
備
に
従
事

す
る
傍
ら
自
動
車
検
査
員
資
格
を

取
得
し
た
。
帰
郷
し
て
か
ら
は
地

元
の
独
立
系
デ
ィ
ー
ラ
ー
で
工
場

長
と
し
て
約
六
年
間
勤
務
し
た
後
、

幅
広
い
資
格
と
整
備
の
責
任
者
と

し
て
の
実
績
を
活
か
し
た
地
域
密

着
型
の
自
動
車
整
備
事
業
の
新
規

創
業
を
切
望
し
て
お
り
、
今
年
に

な
っ
て
計
画
を
実
行
に
移
す
こ
と

代表の鈴木悠介氏

椰子の木が目印の店舗外観

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
加
速
化
支
援
事
業
採
択
事
業
者

地
域
に
愛
さ
れ
る

自
動
車
整
備
工
場
を
目
指
し
て

フ
ラ
ン
キ
ー
ガ
レ
ー
ジ
（
大
河
原
町
商
工
会
）

鈑
金
・
自
動
車
販
売
・
保
険
な
ど

も
手
掛
け
、
車
の
困
り
ご
と
は
こ

こ
で
す
べ
て
解
決
で
き
る
よ
う
な

企
業
に
な
り
た
い
」
と
、
将
来
の

企
業
の
成
長
を
夢
見
て
、
鈴
木
氏

は
こ
れ
か
ら
も
お
客
様
の
た
め
に

日
々
邁
進
し
て
い
く
と
熱
く
語
っ

た
。【事業所概要】

事業所名：フランキーガレージ

業　　種：自動車一般整備業

代 表 者：鈴木　悠介

所 在 地：村田町大字沼辺字河原田 237

Ｔ Ｅ Ｌ：0224-51-9290
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仙台箪笥を活かした時計

い
た
営
業
活
動
を
続
け
て
お
り
ま

し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
持
続

化
補
助
金
を
活
用
し
、
仙
台
箪
笥

製
造
の
熟
練
の
技
を
活
か
し
た
新

製
品
の
開
発
と
、
そ
れ
に
よ
る
仙

台
箪
笥
そ
の
も
の
の
需
要
喚
起
を

狙
っ
た
新
た
な
販
路
開
拓
に
挑
戦

致
し
ま
し
た
。

【
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
】

当
社
で
は
、
こ
れ
ま
で
二
度
持

続
化
補
助
金
を
活
用
し
て
お
り
、

一
回
目
の
二
十
六
年
に
は
箪
笥
製

造
技
術
を
活
か
す
為
、
独
特
の
施

工
を
可
能
と
す
る
治
具
を
開
発

（
一
部
特
許
取
得
）
し
、
仙
台
箪

笥
の
木
地
を
使
っ
た
名
刺
入
れ
等

の
小
物
の
開
発
を
行
い
ま
し
た
。

二
回
目
と
な
る
二
十
九
年
度

は
、
増
加
す
る
外
国
人
観
光
客
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
対
応
の
三
ヶ
国
語
（
日
本
語
・

中
国
語
・
英
語
）
チ
ラ
シ
・
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
全
国
各
地

の
展
示
会
等
に
臨
み
、
伝
統
工
芸

仙
台
箪
笥
と
新
た
に
開
発
し
た
小

物
土
産
品
の
販
路
拡
大
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

【
本
事
業
が
も
た
ら
す
効
果
】

作
成
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を

活
用
し
た
販
促
活
動
に
よ
り
、
一

【
取
り
組
む
き
っ
か
け
】

当
社
は
柴
田
町
で
仙
台

箪
笥
の
製
造
販
売
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

仙
台
箪
笥
は
、
木
目
が

美
し
い
木
地
呂
塗
り
、
豪

華
な
鉄
の
飾
り
金
具
等
を

熟
練
の
職
人
技
で
仕
上
げ

た
伝
統
工
芸
品
で
あ
り
、

仙
台
藩
政
時
代
よ
り
重
厚

か
つ
格
式
高
い
意
匠
は
真

に
良
い
も
の
を
知
る
多
く

の
人
か
ら
愛
さ
れ
て
参
り

ま
し
た
。

し
か
し
近
年
、
住
居
及

び
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化

等
に
よ
り
、
箪
笥
は
収
ま

り
が
悪
い
等
の
声
も
聞
か

れ
る
よ
う
に
な
り
、
箪
笥

の
需
要
縮
小
が
懸
念
さ
れ

て
き
た
こ
と
か
ら
、
注
文

家
具
の
製
造
に
軸
足
を
置

棹
三
百
万
円
の
仙
台
箪
笥
の
新
規

受
注
が
あ
り
、
更
に
旅
行
代
理
店

を
通
じ
、
日
本
工
芸
・
仙
台
箪
笥

の
技
術
視
察
と
し
て
、
中
国
の
学

術
団
体
が
視
察
に
見
え
る
等
、
今

後
の
事
業
展
開
に
大
き
な
期
待
の

持
て
る
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

【
今
後
の
展
望
】

今
後
は
、
多
品
種
少
量
生
産
に

対
応
で
き
る
よ
う
生
産
管
理
体
制

の
構
築
と
仙
台
箪
笥
を
基
調
に
更

な
る
新
製
品
開
発
に
取
り
組
む
予

定
で
す
。

【企業概要】
事業者名：みちのく工芸

代 表 者：髙橋　茂治

所 在 地：〒 989-1742

　　　　　柴田郡柴田町大字

上川名字舘山 67-1

Ｔ Ｅ Ｌ：0224-56-6677

仙
台
箪
笥
小
物
土
産
品
の
開
発
と

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
販
路
開
拓
の
展
開

み
ち
の
く
工
芸
（
柴
田
町
商
工
会
）

経営指導員の声

事業主は、76歳と高齢ですが、
新たな構想を語る姿は、支援する
こちらが仕事への意欲をかきたて
られる位です。本事業所が更に飛
躍できるよう事業承継対策を含め、
今後も伴走型支援に努めて参る所
存です。

柴田町商工会　日下　尚

小 規 模 事 業 者 持 続 化 補 助 金 活 用 レ ポ ー ト ⑱

施設管理者の皆様へ

宮城県ゆずりあい駐車場利用制度にご協力をお願いします
「宮城県ゆずりあい駐車場利用制度」は、公共施設や商業施設などの障害者等用駐車区画について、より適
正な利用を図るために、歩行が困難な障害者の方などに対象となる駐車区画の利用証を宮城県が交付する制
度で、平成30年9月3日より運用を開始します。
宮城県では、本制度の趣旨に賛同いただき、対象となる駐車区画の設置に御協力いただける施設（店舗等）
を募集しております。協力いただける場合、県社会福祉課ホームページに掲載している「協力届出書」を県
まで提出願います。

◆対象区画の種類
①車いす使用者優先区画（幅員350cm以上の駐車区画）
車いす使用者が優先的に利用することができる幅広の区画
②ゆずりあい区画（幅員350cm未満の駐車区画）
歩行困難な方のために施設出入口付近に設置する通常幅の区画
◆お問い合わせ・届出先
宮城県保健福祉部社会福祉課地域福祉推進班
電話：022-211-2519　/　FAX：022-211-2594
E-mail：syahukc@pref.miyagi.lg.jp
ホームページ：http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/syahuku/parking.html

※裏面がシール状でA2，A3サイズの
２種類があり、県から必要部数を
送付いたします。

〈対象区画であることを示す標示ステッカー〉
【青】 【緑】
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元気な事業所紹介

【
創
業
ま
で
の
経
緯
】

オ
ー
ナ
ー
は
前
職
で
新
聞
社
や

放
送
局
に
ニ
ュ
ー
ス
・
情
報
を
配

信
す
る
通
信
社
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と

し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

転
勤
先
の
那
覇
で
出
会
っ
た
ス
ペ

シ
ャ
ル
テ
ィ
コ
ー
ヒ
ー
と
自
然
に

溶
け
込
ん
だ
カ
フ
ェ
が
素
晴
ら
し

く
、「
美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
自

然
の
中
で
提
供
し
た
い
」
と
の
想

い
か
ら
開
業
を
決
意
。
定
年
を
待

た
ず
に
退
社
し
、
平
成
二
十
四
年

四
月
、
出
身
地
の
仙
台
に
近
い
蔵

王
町
で
開
業
し
ま
し
た
。

【
商
品
へ
の
こ
だ
わ
り
】

コ
ー
ヒ
ー
の
味
は
素
材
の
生
豆

が
七
割
、
残
り
三
割
が
焙
煎
と
抽

出
で
決
ま
る
と
考
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
生
豆
選
定
の
た
め
に
東
京

の
商
社
で
行
わ
れ
る
カ
ッ
ピ
ン
グ

（
試
飲
会
）
に
参
加
し
、
時
に
は

産
地
ま
で
赴
い
て
仕
入
れ
を
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
コ
ー
ヒ
ー
は
焙
煎
し
た

直
後
か
ら
鮮
度
が
落
ち
て
し
ま
う

為
、販
売
す
る
豆（
ド
リ
ッ
プ
バ
ッ

グ
を
除
く
）
は
焙
煎
し
て
か
ら
二

週
間
以
内
と
決
め
て
お
客
様
に
提

供
し
て
い
ま
す
。

【
同
業
他
社
と
の
取
り
組
み
】

「
も
っ
と
東
北
の
コ
ー
ヒ
ー

シ
ー
ン
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と
の

想
い
か
ら
、
約
四
年
前
に
東
北
各

地
の
コ
ー
ヒ
ー
店
オ
ー
ナ
ー
や
カ

フ
ェ
愛
好
家
等
が
集
ま
る
「
コ
ー

ヒ
ー
フ
ェ
ロ
ー
ズ
」
を
結
成
し
ま

し
た
。

同
グ
ル
ー
プ
は
同
業
他
社
を
競

合
相
手
と
し
て
で
は
な
く
、
志
を

共
に
す
る
仲
間
と
し
て
捉
え
、
知

識
や
技
術
力
の
向
上
を
図
る
場
と

し
て
、
バ
リ
ス
タ
を
講
師
に
招
い

た
勉
強
会
を
開
催
し
、
東
北
チ
ー

ム
と
し
て
コ
ー
ヒ
ー
の
焙
煎
技
術

な
ど
を
競
う
大
会
で
オ
ー
デ
ィ
エ

ン
ス
部
門
二
位
を
獲
得
す
る
等
、

横
の
繋
が
り
を
活
か
し
た
多
彩
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
に
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
加
わ
っ
て
い
る
愛
好

家
か
ら
消
費
者
と
し
て
の
生
の
声

を
聞
く
こ
と
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ

ン
の
視
点
か
ら
商
品
開
発
や
店
舗

作
り
の
改
善
に
も
活
か
し
て
お
り

ま
す
。

【
商
工
会
の
活
用
】

商
工
会
に
は
、
税
務
支
援
を
受

け
て
い
る
他
、
新
た
な
設
備
導
入

等
を
検
討
し
て
い
る
際
に
、
小
規

模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
の
申
請

に
係
わ
る
事
業
計
画
策
定
で
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
二
年
連
続
で

採
択
さ
れ
る
に
は
、
商
工
会
や
県

連
合
会
の
支
援
が
な
け
れ
ば
間
違

い
な
く
無
理
で
し
た
し
、
申
請
過

程
で
挫
折
し
て
い
た
と
思
い
ま

す
。同

補
助
金
を
活
用
す
る
こ
と
で

業
務
用
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
マ
シ
ン

や
導
入
当
時
で
は
東
北
初
の
エ
ス

プ
レ
ッ
ソ
マ
シ
ン
を
導
入
す
る
こ

と
が
で
き
、
こ
だ
わ
り
を
活
か
し

た
商
品
開
発
が
可
能
と
な
っ
た
こ

と
で
メ
ニ
ュ
ー
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
も
大
幅
に
広
が
り
、
コ
ー
ヒ
ー

専
門
店
と
し
て
の
土
台
を
整
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

【
今
後
の
展
望
】

美
味
し
い
ス
ペ
シ
ャ
ル
テ
ィ

コ
ー
ヒ
ー
を
よ
り
多
く
の
人
に

知
っ
て
い
た
だ
き
、
産
地
、
精
製

方
法
な
ど
に
よ
る
味
の
違
い
を
体

験
し
て
い
た
だ
く
た
め
、「
コ
ー

ヒ
ー
フ
ェ
ロ
ー
ズ
」
に
よ
る
コ
ー

ヒ
ー
飲
み
比
べ
な
ど
各
種
イ
ベ
ン

ト
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
自
店

の
み
な
ら
ず
、
東
北
の
コ
ー
ヒ
ー

シ
ー
ン
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

自然に囲まれた店舗

丁寧に抽出されたスペシャルティコーヒー

「美味しいコーヒーを自然の中で」
〜東北・宮城のコーヒーシーンを盛り上げるために〜

coffee roastery & cafe fua　オーナー　杉目　覚さん
住　　所：宮城県刈田郡蔵王町遠刈田温泉字七日原270-7
電話・FAX：0224-29-3655
Ｕ Ｒ Ｌ：https://cafefua.com/ オーナーの杉目覚さんと妻の恵さん
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い
て
い
た
青
年
部
員
資
格
を
、
従

業
員
等
の
第
三
者
承
継
予
定
の
後

継
者
に
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

本
年
度
、
本
県
商
工
会
青
年
部

連
合
会
で
は
、
青
年
部
員
の
加
入

増
強
運
動
を
最
重
要
事
業
と
し
て

挙
げ
、
各
商
工
会
青
年
部
と
も
強

力
に
加
入
推
進
を
図
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。　

若
手
経
営
者
又
は
後
継
者
の
皆

様
、
是
非
商
工
会
青
年
部
に
入
り
、

同
世
代
の
経
営
者
仲
間
を
作
り
ま

せ
ん
か
。

郷
土
芸
能
の
披
露
が
行
わ
れ
る
な

ど
、
開
催
地
の
歴
史
や
文
化
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
た
大
会
と
な
っ

た
。二

日
目

の
全
体
研

修
会
で

は
、
北
海

道
商
工
会

女
性
部
の

代
表
者
よ

り
お
も
て

な
し
交
流

事
業
に
つ

い
て
の
事

例
発
表
が

行
わ
れ
、

二
日
間
の

研
修
を
終

了
し
た
。

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

後
継
者
難
が
全
国
的
に
叫
ば
れ
て

お
り
、
事
業
承
継
は
国
に
お
い
て

も
地
域
の
経
済
基
盤
を
守
る
重
大

な
課
題
と
し
て
、
事
業
承
継
税
制

を
改
正
し
、
十
年
間
限
定
の
特
例

措
置
を
設
け
る
な
ど
の
重
点
的
か

つ
継
続
的
な
支
援
策
が
講
じ
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

県
内
商
工
会
に
お
い
て
も
、
今

後
親
族
以
外
の
従
業
員
等
の
第
三

者
へ
の
事
業
承
継
も
増
加
し
て
い

く
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ま
で
親
族
内
承
継
を
念
頭
に
置

第
十
八
回
東
北
六
県
・
北
海
道

商
工
会
女
性
部
員
交
流
研
修
会
並

び
に
商
工
会
女
性
部
主
張
発
表
大

会
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

が
七
月
十
一
〜
十
二
日
、
札
幌
市

「
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札
幌
」
を

会
場
に
、
本
県
よ
り
三
十
一
名
を

含
む
東
北
・
北
海
道
の
各
地
か
ら

女
性
部
員
六
百
四
十
名
の
参
加
の

下
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

初
め
に
主
張
発
表
大
会
が
行
わ

れ
、
本
県
代
表
の
佐
藤
久
美
子
さ

ん
は
「
郷
土
の
歴
史
が
つ
な
い
だ

仲
間
の
心
」
と
題
し
て
、
女
性
部

員
で
学
び
を
重
ね
て
き
た
郷
土
の

歴
史
が
町
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
育

て
、
仲
間
と
心
を
ひ
と
つ
に
し
た

地
域
活
動
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と

を
力
強
く
発
表
し
た
。
審
査
の
結

果
、
惜
し
く
も
最
優
秀
賞
は
逃

し
、
全
国
大
会
へ
の
進
出
は
な
ら

な
か
っ
た
が
、
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
。次

い
で
、
前
旭
山
動
物
園
園
長 

小
菅
正
夫
氏
を
講
師
に
「
再
生
の

原
動
力
〜
日
本
最
北
の
動
物
園
を

日
本
一
に
」
と
題
し
講
演
が
行
わ

れ
た
後
、
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、

東北大会参加部員の集合写真

青
年
部
員
の
加
入
資
格
が
拡
大

従
業
員
等
の
第
三
者
承
継
予
定
者
の
後
継
者
も

青
年
部
に
加
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

︱
青
年
部
員
募
集
中
︱

佐
藤
久
美
子
さ
ん（
蔵
王
町
）

優
秀
賞
受
賞
！

︱
東
北
六
県
・
北
海
道
商
工
会
女
性
部
員
交
流
研
修
会
︱

青年部に加入しませんか!!
商工会青年部は、
・経営者としての資質向上を図る研修会や先進地視察の実施
・地域の発展に寄与するためのイベントの実施や協力
・同業種・異業種の若手同士で仕事相談やマッチング
などなど、自身のスキルアップの為に日々活動しています。
この仲間たちとともに街の明るい未来を創っていきましょう!!
※青年部員加入資格（定款抜粋）
本商工会の会員又はその親族若しくはその後継者と認められる者
であり、かつ、その会員の営む事業に従事する者であって、年齢
満45歳以下の者

詳しくはお近くの商工会へ!!

［

　

］
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